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加藤 新平 

―映画『南海の花束』の音楽について―

早坂文雄とミクロネシア

筆者が現在取り組んでいる研究は、その作風を「日本的、東洋的、アジア的」1

と称される日本の作曲家、早坂文雄（1914―1955）と、東アジア・ミクロネシア

諸地域諸民族の民族音楽との関係を、作品分析を中心として論じるものである。 

早坂文雄に関する先行研究は数が少なく、また、取り扱われている作品や研究

の観点にも偏りがあると筆者は考えている。早坂文雄研究の空白を埋めることが、

本研究の第一の目的である。 

早坂文雄に関する先行研究は、早坂の作品を扱った論文 2 と、早坂の思想を扱っ

た論文 3 とに大別できる。ほかに、西村雄一郎の手による伝記 4 がある。 

先行研究で取り扱われている作品は、《左方の舞と右方の舞》の分析 5 をはじめ

とする早坂の「戦前・戦中期と戦後の純音楽 6 作品のうち、管弦楽曲と室内楽曲」7、

1.　はじめに 

1 　片山 2003：3
2 　 早坂の作品を分析した論文としては、《左方の舞と右方の舞》（1941）を分析したもの 

（高瀬 1974）がまず挙げられる。京都市立芸術大学の竹内直の博士論文（竹内 2013）

においては「音階」「旋法」「リズム」「十二音技法」「メシアンとの関連」「前衛性」と

いう 6 つのテーマを設定し、戦前・戦中期と戦後の管弦楽曲と室内楽曲を分析している。

コロラド大学の Harris の論文（Harris 2013）では、黒澤明（1910 ―1998）や溝口健二（1898

―1996）との関わりという観点から、戦後の映画音楽を論じている。
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そして「戦後の映画音楽」8 に限られている。純音楽作品の中でも、ピアノ曲に

関する研究が進んでおらず、戦前の映画音楽に関しても、秋山邦晴（1929 ―1996）

が映画『旅役者』（1940 年公開）、記録映画『機関車 C57』（1940 年公開）を取り

上げている 9 他は、譜例を用いて楽曲を分析した研究が存在しない。 

また、早坂文雄には、民族音楽、民謡を題材とした作品が複数あるにもかかわ

らず、先行研究においては、早坂文雄と特定の地域の民族音楽、民謡とを結びつ

ける観点からの分析や考察はこれまで行われてこなかった。 

早坂文雄自身は、「民族」「民謡」について、様々な言説を残している。雑誌『月

刊楽譜』1940 年 11 月号に掲載された「新しきわれわれの道」という記事では、「民

族主義的作品」について次のように述べている。なお、本論文における、引用文

の現代仮名遣いへの変更は筆者による。 

 

われわれは民族主義的作品をかくといっても、たんに日本的に響く作品を書

く事が最後の目的ではない。そして書かれた作品がたんに日本的であるから

ということに問題があるわけでもない。要は生んだ作品が国民的民族的性格

の上に立脚してそのものが時代的に見て発展性があるか否か、人種を超越し

3　 早坂の思想を扱った論文としては、早坂の異文化受容、特にクロード・ドビュッシー

Claude Achille Debussy（1862–1918）、エリック・サティ Erik Satie（1866 –1925）、バ

ルトーク・ベーラ Bartók Béla Viktor János（1881–1945）との関連と、早坂による「日

本的なもの」の表現を論じた論文（佐野 2010）や、同じ著者による早坂の「汎東洋主

義音楽論」についての論文（佐野 2011）がある。
4　西村 2005
5　高瀬 1974
6　 本論文では、「純音楽」という語を、「映画音楽、舞台音楽、放送用音楽ではない音楽作品」

という意味で使用する。
7　竹内 2013
8　Harris 2013
9　秋山 1974
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て芸術の最後へゆきつく広々とした、かつ深さをたたえた内容をもつ魂の芸

術であるか否かに存する。国民主義的作品を書く場合必ずペンタトニックを

使うか否かということも、その手段や手法が問題となるのではなく、それを

いかに駆使するかにあろう。と同時に素材の事でも、民謡を採用するしない

あるいは朝鮮や台湾や支那の素材を使用し音楽上の一要素や手法に東洋的形

態をもたせることに問題があるのではなくて、やはり究極はその書かれたも

のの内容、本質的な魂である。いかに書くかにあろう。であるから手法や素

材にのみとらわれていては真の創作はなされないであろうし、これからの日

本の作曲界は外形上の日本的作品だけでは通用しなくなる。われわれは今述

べたそれらのものを最後の段階においては超越して、世界的に普遍性のある

ものをかき、われわれの民族的精神を世界の芸術の中に保有させようとする

ものである。 

（早坂 1942a：13） 

「新しきわれわれの道」からは、早坂は表面上「日本的に響く」作品を書くこ

とよりも、作品が国民的民族的性格の上に立脚し発展性を有していることを重視

し、民謡についても、民謡や民族的素材の使用によって音楽上の要素や手法に東

洋的形態を持たせることではなく、書かれた作品の内容を重視していたことがう

かがえる。 

雑誌『月刊楽譜』1941 年 9 月号と 10 月号に連載された「古き文化と新しき文

化」と題した記事では「芸術はその芸術を生ませた民族の長い伝統の上に立脚し

その持続的感性のうちに生きつつ、真に自己自身の根底に立ち還って発展として

の創造的実践が行為されなければならない」10 と述べた上で、西洋音楽などの外

来の文化について「新しい文化はわれわれの伝統のうちに加えられて、われわれ

の伝統として次代へ持続せしめなくてはならない。そうせしめるには、常にこれ

らの新しい外来文化を古い伝統的感性によって民族的に変形せしめなくてならな

い」11 と主張している。ここで早坂は、西洋音楽をはじめとする「新しい外来文

10　早坂 1942b：31
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化」を西洋の伝統ではなく「われわれの伝統」として持続すること、そのために

は西洋音楽を民族的に変形せしめるべき、と述べているが、こうした主張は、民

族を意識した行動を重視する「民族主義」を支持する早坂の立ち位置を反映して

いるだけでなく、和楽器ではなく敢えて西洋の楽器、あるいはオーケストラを用

いて「東洋的な考え方の音楽」12 を 追求した早坂のあり方を象徴していると考え

られる。 

早坂の「民族」「民謡」に関する言及は映画音楽にも及んでおり、「映画音楽の

転換」と題した記事で、「現代日本の純音楽は一応西洋的なものの総べての観念

から離れて、再びわれわれ日本の伝統を精査し、その特殊性を抽出して、その民

族性なるものの根底の上に立った新しい意味の世界的な音楽芸術を創造しようと

しているのであります」13 と、1940 年代初頭における日本の純音楽について述べ、

「この『民族性』の問題は単に純音楽の間だけの問題でなく、芸術について真剣

に考えてくれば当然映画音楽の中心も大きな問題としてこれが提出されてくるも

のでなければなりません」14 と、映画音楽も民族性を問題として考えるべきと主

張している。 

早坂はさらに、「映画音楽と民族的要素」と題した記事では「若し映画それ自

身が、郷土的色彩や日本的なものからの取材で、日本的性格を明らかに露出して

いるものであった場合は皮相的であるなしに係わらず音楽の方で民族的香りを

もって作曲することは容易であり、映画と音楽との一致点に民族的な性質の関連

を保たせることは差程困難ではない。しかしすべての音楽の場合にあってはそう

簡単にゆかぬ種々の理由があることもあろうが、要は根本的な精神的態度がそれ

を決定しよう」15 と述べ、「日本のトーキー音楽は決してフランスの、またアメリ

カの模倣に始終せず、外国の典型にプラスするわれわれの独自性について考察す

11　早坂 1942b：35
12　早坂・三浦 1954：8
13　早坂 1942d：99
14　早坂 1942d：100
15　早坂 1924e：106
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べきで、それらを音楽の世界に採入れ尊重することと、われわれの血肉の中にあ

る東洋の独自性について作曲家は作曲家意識をもって探求すべきものであると考

える」16 と、日本で書かれる映画音楽は外国の模倣に終始することなく、民族の

特質や独自性を採り入れるべきであると主張している。そして早坂は、日本の特

性について「わが国の特性は外国文化をそのままの形で吸収するのでなく、それ

らを原始化し単純化し変化させて、徐々に外国文化 を吸収するという手法である。

この方法としてプリミティブな形に一旦還るということが、われわれの過去の伝

統の中において縷々繰り返しなされてきたことは歴史的事実である」17 と主張し

ている。この「いったん原始に還るべき」という主張は、早坂が「新しきわれわ

れの道」において、ソフィスティケートされざる美 18 を重視し、「われわれは原

始美へ還り、そこに美の基準をおいて、新たなる認識をもって再出発するという

ことが中心の問題になってくる」19 と述べていることとも一致する。 

早坂本人の戦前・戦中期の言説を引用して、早坂が「民族」「民謡」について

どのように考えていたかの一端を示してきたが、日本の映画音楽は民族性をもつ

べきである、とか、西洋音楽に日本の独自性を加えなければならない、と主張す

る早坂自身の、特定の民族や民族音楽と関連する楽曲は果たしてどのような内容

を持っているのか、という疑問から筆者の研究は出発している。 

このため筆者は、先行研究で取り上げられていない早坂文雄の作品のうち、東

アジア・ミクロネシア諸地域諸民族の音楽と関係のある作品を選び研究対象とす

ることとした。早坂は、朝鮮、満州 20、中国、台湾、ミクロネシア、アイヌ、そ

して日本と、幅広く諸地域および諸民族の音楽と接点を有している。 

本研究により、早坂文雄を大日本帝国の歴史や地理と結びつけ、早坂文雄の作

品研究における空白を埋めるとともに、早坂が戦前・戦中期に東アジア・ミクロ

16　早坂 1942e：107
17　ibid.
18　早坂 1942a：8
19　早坂 1942a：9
20　現、中華人民共和国東北部
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ネシア諸地域諸民族の音楽と関わりを持ち、各地域の民謡などを用いて作曲をし

た経験が、1954 年に早坂が提唱した 21「汎東洋主義音楽論」「東洋的な考え方の

音楽」の原点となっており、また、何らかの形で早坂の戦後の創作にも影響を与

えているということを示すことができると筆者は考える。 

この紀要論文においては、早坂文雄とミクロネシアの関係を示す作品として、

1942 年公開の東宝映画『南海の花束』を取り扱う。 

早坂は『南海の花束』の音楽を担当するにあたり、1934 年にミクロネシアの音

楽調査を行なった日本の民族音楽学者、田辺尚雄（1883 ―1984）のもとを訪ねて

ミクロネシア音楽に関する情報提供を受け、田辺から得た情報に基づいて作曲を

行なった。早坂が作曲した映画『南海の花束』の音楽には、民謡の扱い方に関す

る早坂の持論が反映されていること、そして、手法こそ異なるものの「架空の民謡」

の創作という点において 1954 年公開の映画『七人の侍』とも関連するというこ

とを、楽曲分析を通して示す。 

作品の紹介と分析を行う前に、作品の成立の背景にある、日本のミクロネシア

支配、田辺尚雄のミクロネシア音楽調査旅行について述べる。 

16 世紀にスペイン植民地となったミクロネシアの大部分は、19 世紀末にドイ

ツ帝国の支配下に移った 22。その後、日本が 1914 年 8 月 23 日にドイツ帝国へ宣

戦布告して第一次世界大戦に参戦したことに伴い、同年 10 月 14 日までに日本海

軍によってミクロネシアは占領され、トラック島に日本海軍の防備隊が設置され

るとともに「南洋群島」と呼ばれることとなった 23。本論文では、この時日本の

占領下に入った地域を以後「南洋群島」とする。南洋群島は日本の軍政下におかれ、

日本政府は、第一次世界大戦終結後に南洋群島を日本へ併合する計画であった 24。

2.　日本のミクロネシア（南洋群島）支配 

21　早坂・三浦 1954 
22　等松 2007：23
23　千住 2008：189
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しかし、第一次大戦終結後、1919 年 1 月 18 日より行われたパリ講和会議において、

同年 4 月 28 日に国際連盟規約 22 条の成立に伴い南洋群島を国際連盟管理下の 

C 式委任統治地域 25 とすることが決定され、同年 5 月 7 日に南洋群島の統治受任

国を日本とすることが決定した 26。 

南洋群島が C 式の委任統治地域とされたことで、日本政府には毎年行政年報を

国際連盟の常設委任統治委員会へ提出すること、ならびに南洋群島の住民の福祉

の向上と治安維持が義務付けられ、南洋群島住民への軍事訓練と南洋群島への軍

事施設建設は禁止された 27。このため、日本政府は 1922 年 3 月 31 日付で南洋群

島の防備隊を廃止し、同年 4 月 1 日付でパラオに南洋庁を設置した 28。 

1933 年 3 月 7 日、日本は国際連盟からの脱退を宣言したが、1935 年 3 月に日

本の国際連盟脱退が発効した後も、日本は「連盟に協力する非連盟国」29 という

立場で委任統治を継続することとなった 30。しかし、日本は次第に国際連盟の C 

式委任統治の取り決めを逸脱し、南洋群島を「不沈空母」31 に作り替えるべく、

1940 年秋以降、南洋群島での軍事基地建設を進めた 32。田辺尚雄が南洋群島（ミ

クロネシア）の調査旅行を実施した 1934 年は、日本がすでに国際連盟の脱退を

宣言した後の時期にあたる。 

24　等松 2007：23-24
25　 委任統治制度（The mandate system）は、第一次世界大戦後のヴェルサイユ講和会議

において作られた統治制度であり（等松 2007：24）、第一次世界大戦敗戦国の植民地を、

政治的・文化的発展の度合いにより A・B・C 式の三段階に区分するものであった（等

松 2007：25）。 
26　千住 2008：189
27　等松 2007：25
28　千住 2008：189
29　等松 2007：42
30　ibid.
31　等松 2007：46
32　ibid.
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1941 年 12 月 8 日の日米開戦以降、南洋群島は戦地となった。1943 年 11 月 27 

日にアメリカ、イギリス、中華民国が共同で発表した「カイロ宣言」において、

日本が第一次世界大戦後に獲得した太平洋の全ての植民地は剥奪されることが決

定しており 33、1945 年 8 月 15 日の日本の無条件降伏以降、アメリカ政府はアメ

リカ海軍を南洋群島の暫定的管治権者に指定した 34。1947 年 4 月には、アメリカ

の支配による戦略信託統治地域ミクロネシアが正式に発足し 35、ここに日本のミ

クロネシア支配は終わりを告げた。 

1942 年公開の映画『南海の花束』の制作は、1941 年 10 月 21 日に発行された雑

誌『映画旬報』第 29 号に掲載の「撮影所制作進行表」によれば、1941 年 9 月下旬

に開始 36 されており、1941 年 10 月の時点ではパラオにおいて南洋ロケが行われて

いた。『南海の花束』の監督を務めた阿部豊（1895―1977）は、雑誌『新映画』1942 

年 1 月号において「ロケハンと又ロケーションと前後二回南洋へ往復しました」37

と述べている。なお、南洋ロケは 1941 年 11 月末に終了していた 38。 

『南海の花束』の撮影が行われた 1941 年の時点で、日本は既に国際連盟から

脱退しており、南洋群島への軍事基地建設も進行していた。1941 年 12 月 7 日（日

本時間 12 月 8 日） には、日本海軍がハワイ真珠湾のアメリカ海軍基地を攻撃し、

太平洋戦争が開戦した。『南海の花束』の南洋ロケは、すでに軍事基地化が進め

られていた南洋群島において、太平洋戦争開戦直前に行われていたのである。

33　等松 2007：47- 48
34　等松 2007：48
35　等松 2007：49
36　映画旬報編集部 1941：30
37　阿部 1942a：14
38　阿部 1942b：49
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日本の音楽学者、田辺尚雄は、1934 年 8 月 18 日から 9 月 29 日にかけて、南

洋群島の音楽調査を実施した。旅程は、横浜を出発しパラオ、トラック 39、ポナ

ペ 40、クサイ 41、ヤルート 42 を巡るものであった 43。 

田辺は、日本の探検家である鈴木経勲（1854―1938）の著作『南洋探検実記』（明

治 25 年 7 月、博文館刊）を読み、鈴木がマーシャル諸島の戦
せん

闘
とう

踊
おどり

に接した際の

記述に興味を持った 44。田辺は、マーシャル諸島の戦闘踊を野蛮とする鈴木の意

見には同意せず 45、田辺自身の樺太や台湾での調査経験を踏まえて「これらの原

始民の音楽や舞踊はそのもっとも純なる表現であって、それが音楽舞踊の本来の

姿である。それを今日文明人が自分達の作為した文化芸術の立場から解釈して野

蛮なる行為と見ることは誤りで、私はむしろこれを原始芸術のもっとも純粋なる

ものであると考え、ぜひみずからこの蛮地に入ってその純なる楽舞に接してその

魂に触れたいと思った」46 と、調査旅行の実施にあたって鈴木の著作からどのよ

うな影響を受けたのかを説明している。マーシャル諸島の戦闘踊に対する田辺の

考え方は、「原始美」47 を重視する早坂の考え方とも通じるものがあるといえよう。 

田辺はまた、ミクロネシア旅行から戻った文筆家の能仲文夫より、アメリカか

ら派遣された宣教師たちによって現地の伝統音楽や舞踊が制限され、クサイ島で

3.　田辺尚雄の南洋音楽調査旅行

39　現、ミクロネシア連邦領、トラック諸島
40　現、ミクロネシア連邦領、ポンペイ島 
41　現、ミクロネシア連邦領、コスラエ島
42　現、マーシャル諸島共和国領、ジャルート環礁
43　田辺 1968：32-33
44　田辺 1968：19
45　田辺 1968：23
46　田辺 1968：24
47　早坂 1942a：8
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は古い民謡や踊が失われた 48 との情報に接し、調査旅行の実施を急いだ 49。 

田辺は、親戚にあたる、南洋興発会社初代社長の松江春次（1876 ―1954）の協

力を得て 1934 年 8 月 3 日付で南洋庁の嘱託となった 50。そして田辺は南洋庁に

対して、島民によるいかなる種類の音楽舞踊でも無条件に許可すること 51、田辺

が到着後即実演を実施できるよう事前準備を行うこと 52、南洋庁の係官が調査し

た資料を無条件で田辺に提出すること 53、調査費用は南洋庁各支庁の負担とする

こと 54、島民の歌を録音する際はレコードを営利の目的に使用しないとの約束の

もとで無報酬とすること 55、という五つの要求を行なった。 

田辺の要求は受け入れられ、南洋庁の職員だけでなく、南洋興発会社や南洋貿

易会社の関係者からの協力を得て調査を行なった 56。田辺尚雄の調査旅行の旅程

については【図版 1】を参照されたい。

48　田辺 1968：25-26
49　田辺 1968：26
50　田辺 1968：28
51　田辺 1968：29
52　ibid.
53　ibid.
54　ibid.
55　ibid.
56　ibid.
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【図版 1】田辺尚雄の南洋音楽調査旅行旅程表 （田辺 1968 に基づき筆者作成）
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【図版 1】で示したように、田辺は調査旅行において多くの楽曲を録音してい

るが、録音された楽曲のうち、田辺が譜例を公開している楽曲は、1935 年に『民

族學研究』にて発表した論文「マーシャル及カロリン群島に於ける音楽と舞踊」

ならびに 1968 年に発表した著作『南洋・台湾・沖縄音楽紀行』いずれにおいて

も、1934 年 8 月 31 日にトラック島で録音されたトラック島の少年マンヌーキ 57

が歌った恋の歌（【譜例 1】）と、1934 年 9 月 14 日および 15 日にポナペ島で録

音された「テレペイショ 58 を求める歌」（【譜例 2】【譜例 3】）のみである。田辺

尚雄が南洋音楽調査旅行で採集した民謡のうち、早坂文雄によって映画『南海の

花束』に引用されたのは、少年マンヌーキの恋の歌（【譜例 1】）と、「テレペイショ

を求める歌」（【譜例 2】【譜例 3】）の 2 曲である。したがって、早坂文雄は、田

辺尚雄が譜例を公開した楽曲のみを映画『南海の花束』に引用したということに

なる。 

【譜例 1】トラック島の少年マンヌーキの歌った恋の歌（田辺 1935 に基づき筆者作成） 

トラック島の少年マンヌーキの歌った恋の歌（【譜例 1】）について、田辺は、

讃美歌から音楽的知識を応用したものかもしれない、と述べたうえで、「よく之

れ（筆者注：賛美歌） を自分の気持ちに消化し採り入れて居ることは感心するこ

とである。彼等は音楽を消化する力は可なり持って居る」59 と論じている。 

57　 田辺の著作（田辺 1968）において、恋の歌（【譜例 1】）の歌唱者として名前が挙げら

れている、トラック島民の少年である。
58　 テレペイショ（Terepeijo）は、ニューギニア付近のイアムペイタック島にいる特有の鳥で、

ポナペ島に住む日本人は「インコ」と呼んでいたが、日本のインコよりも羽根が長く大き

くて美しい鳥で、極楽鳥に近いものではないかと田辺は指摘している（田辺 1968：120）。
59　田辺 1935：53
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【譜例 2】ポナペ島の「テレペイショを求める歌」（田辺 1935 に基づき筆者作成） 

 田辺によれば、「テレペイショを求める歌」はかなり速いリズムで歌われ、【譜

例 2】の（a） 部分を女声が繰り返し、男声は合の手のように（b）部分を叫ぶと

いうものであった 60。そして、「調子が乗って」61 くると、【譜例 3】のように女

声部分が二声に分れて歌われた。 

【譜例 3】ポナペ島の「テレペイショを求める歌」（田辺 1935 に基づき筆者作成） 

1934 年に行われた田辺の調査の時点で、既にポナペの伝統的な舞踊は観光

ショーと化しており、「テレペイショを求める踊」なども平素行われるものでは

なくなっていた 62。島民には、日本が支配する以前にポナペを支配していたドイ

ツからもたらされた、バレエ式の舞踊のほうが好まれていたという 63。 

「テレペイショを求める踊」について、田辺尚雄の解説を引用する。 

60　田辺 1935：52
61　ibid. 
62　田辺 1968：119
63　ibid.
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この踊の状態は、女が一同声をそろえて『テレペイショを求める歌』をうた

いながら、そのリズムに合せて、両手に持った二本の短棒でその前の板を打っ

たり、また二本の棒を打ち合せたり、また隣席の女の棒と打ち合ったりする、

細かい巧妙な手法である。その歌の旋律は一二四頁の楽譜に示したような楽

句を絶えず反復して、歌の内容を物語っていくのである。この句を反復する

間に、男は櫂を大きく左右に打ち振ったり、片手で櫂を前に出して片手で自

分の臂を叩いて鳴らしたりするが、女の歌の句の切れ目で男は大声を発して

叫び、急に櫂を一斉に前に出す。その動作は実に勇壮をきわめる。この動作

が一〇〇人以上の男女によって一糸みだれず整然と行われるところに、観者

をして感嘆措くあたわざらしめるところがあり、しかもそれが太平洋を見渡

す海岸に、椰子林を背景として白砂の上で、堂々と演ぜられるので背景と共

に雄大壮麗まことに一大ショーというべきである。 

（田辺 1968：122） 

映画『南海の花束』に、「テレペイショを求める歌」（【譜例 2】【譜例 3】）が引

用されていることは既に述べた通りであるが、映画では海岸で踊る南洋群島の現

地住民の姿も映されている。しかし、その振り付けは、上記の田辺尚雄による「テ

レペイショを求める踊」の解説とは異なっている。また、早坂文雄が「テレペイショ

を求める歌」を引用して作曲した音楽にも、早坂が創作した旋律や、原曲にない

楽器の追加が行われている。 

早坂文雄によって作曲された映画『南海の花束』の音楽については第 6 節にお

いて触れる。 

映画『南海の花束』は、1942 年 5 月 21 日に公開された。スタッフ、キャスト

については【図版 2】を参照されたい。検閲は海軍の横須賀鎮守府が担当し、後援・

指導は大日本航空株式会社が担当した。 

4.　映画『南海の花束』の概要 
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この映画のシナリオを担当した八木隆一郎（1906 ―1965）は、パラオへの開拓

飛行の途上 1938 年 8 月に小笠原諸島で発生した飛行艇遭難事故と、1940 年より

実施されたポルトガル領ティモール島 64 への開拓飛行、そして自身のパラオ渡航

経験から着想を得て 65、1941 年に井上演劇道場で初演された 戯曲『赤道』66 と、

映画『南海の花束』のシナリオを完成させた。 

 

【図版 2】映画『南海の花束』スタッフ・キャスト表

（東芝 DVD 名作セレクション TDV25192D に基づき筆者作成） 

64　現、東ティモール民主共和国
65　八木 1941：27
66　中野 2009：79
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映画『南海の花束』は、第 2 節で述べた通り、1941 年 9 月下旬に製作が開始され、

1941 年 10 月頃よりパラオにて南洋ロケが行われた。1942 年に入って以降は国内

ロケ撮影を行い、1942 年 3 月 15 日よりセットでの撮影を行なった 67。 

映画『南海の花束』のあらすじは下記の通りである。あらすじは、日本の特撮

研究家、池田憲章（1955 ―）の著作 68 に基づき、筆者がまとめた。     

 

『南海の花束』あらすじ 

興亜航空の南洋支所に、五十嵐という足の不自由な新しい支配人が赴任してき

た。南洋支所は規律が緩んでおり、飲酒した状態で乗務している操縦士もいるあ

りさまであった。 

五十嵐は社員の綱紀粛正、作業の能率化と合理化を掲げて社員に厳しく接し、

社員たちと衝突する。 

南洋支所に勤務する堀田操縦士は、五十嵐のかつての同僚であり、五十嵐の足

を折る原因をつくった過去を持つ。南洋支所の社員たちが五十嵐のやり方に強く

反発する中、堀田は五十嵐への理解を示す。 

五十嵐は社員全員に厳しい身体検査を行い、視力の不足を理由に石川操縦士を

地上勤務に回す。 

暴風雨の日に五十嵐はサイパン行きの郵便飛行を強行し、原田操縦士をはじめ

乗務員全員が行方不明となってしまう。郵便物はブイに繋がれており無事であっ

た。五十嵐は原田の代役として元々自分の部下だった日下部操縦士を招聘するが、

のちに原田操縦士たち乗務員は近くの島に不時着していたところを定期船に救助

されて南洋支所へ帰還する。 

興亜航空南洋支所に、最新鋭の大型飛行艇が導入された。五十嵐は南洋への開

拓飛行を行うことを発表し、第 1 回開拓飛行の操縦士に新任の日下部を指名する。

引退を間近に控えた堀田は日下部を説得し、日下部と共に五十嵐に翻意を促し、

67　映画旬報編集部 1942：23
68　池田 1983
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第 1 回開拓飛行の操縦士は堀田に変更される。そうした中、空へのあこがれを捨

てきれなかった石川は、美しい大型飛行艇を目の前にして発狂してしまう。 

第１回開拓飛行のために華々しく送り出された堀田たちは、暴風雨に遭い遭難

する。五十嵐は深く後悔し、第 2 回開拓飛行を日下部、伏見に命じる。第 2 回開

拓飛行の途中、日下部は堀田機の遭難地点で、堀田の妻から託された形見のパイ

プを、花束と共に海上へ投じて堀田を悼み、さらに南へ向かって飛んでいくので

あった。 

（池田 1993 に基づき筆者作成） 

本節では、映画『南海の花束』が、これまでどのように評価されてきたかを概

観する。早坂文雄が作曲した音楽への言及は少ないのが現状である。 

映画『南海の花束』と同一の内容を扱い、映画『南海の花束』に先立って初演

された、八木隆一郎の戯曲『赤道』は、情報局 69 が実施した「昭和 16 年度［筆者注：

1941 年］国民演劇選奨」70 において情報局賞を受賞した 71。日本の演劇・芸能研

究家の中野正昭（1971―） によれば、国民演劇選奨は芸術性と国策性の 2 点を評

価基準としており、国策性を評価の対象に含めた点が、他の芸術選奨と異なって

いた 72。戯曲『赤道』も、芸術性だけでなく、第２節で述べたような日本の南進

政策、南洋群島の植民地支配に沿った国策性を評価されたと考えられる。 

5.　映画『南海の花束』の評価

69　1940 年 12 月に内閣が設置した、言論統制やプロパガンダを行う機関である。
70　 国民演劇選奨は、情報局が 1941 年から 1944 年まで計 4 回開催した演劇賞で、情報局

より委嘱を受けた劇団が、参加候補作の台本を上演 1 か月前に情報局へ提出して参加

の可否の判断を受けたのちに上演による審査を受けるものであった（中野 2009：78）。

褒賞は情報局総裁賞が賞金 3000 円、情報局賞が 1000 円であった（中野 2009：78）。
71　中野 2009：79
72　中野 2009：76
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映画の分野では、1939 年 10 月 1 日に「映画法」が施行 73 されており、映画法

第 10 条では「主務大臣ハ特ニ国民文化ノ向上ニ資スルモノアリト認ムル映画ニ

付選奨ヲ為スコトヲ得」74 と定められていた。映画法第 10 条に基づいて、日本

政府は「演劇映画音楽等改善委員会」75 を設置した 76。「演劇映画音楽等改善委員会」

は 1941 年に廃止され、「文部省専門委員会」が 1941 年 9 月 24 日に設置された
77。この「文部省専門委員会」により、映画『南海の花束』は、昭和 17 年度［筆

者注：1942 年度］文部省推薦映画に選出された 78。 

映画『南海の花束』は、文部省推薦映画となったことで、文部省により国策に

適う映画として認められた、いわば国策映画と呼ぶことができるであろう。 

文部省推薦映画として 1942 年 5 月 21 日に公開された映画『南海の花束』は、

宣伝期間があまりにも短かった 79 ために、浅草の映画館においては同時期に封切

られた大映の『虹の道』の後塵を拝したものの、丸の内、渋谷、新宿の映画館で

動員を順調に伸ばし 80、1942 年の日本映画雑誌協会ベストテン第 5 位に選出され

た 81。 

映画『南海の花束』は、文部省推薦映画として文部省の「お墨付き」を得てお

り、観客動員も順調であった。しかし、この映画が評価された点は、円谷英二（1901

73　櫻本 1993：7
74　櫻本 1993：9
75　櫻本 1993：15
76　 「演劇映画音楽等改善委員会」では映画の推薦と賞金の交付を行っており、内務省の検

閲を合格した劇映画と文化映画のうち、「演劇映画音楽等改善委員会」の幹事が候補作

としたものを文部省の試写室で視聴して推薦作品を決定していた（櫻本  1993：17）。

賞金の交付は、各年度末に推薦作品を再審査して決定した（櫻本  1993：17）。
77　櫻本 1993：65
78　櫻本 1993：79
79　竹 1942：59
80　ibid.
81　東京国立近代美術館フィルムセンター 1982：37
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―1970）が特殊撮影を担当した、という一点に集中していたと言わざるを得ない。

阿部豊監督の構成や、俳優の演技については批判的意見が多く、早坂文雄が作曲

した音楽に関しては殆ど顧みられていない。以下、映画公開当時の論評や戦後の

論評を引用し、映画『南海の花束』の評価がどのようなものであったか、特に、

音楽に関する論評がいかに少なかったかを示す。 

映画雑誌における、1942 年 5 月の映画公開以降の映画『南海の花束』への言

及は、映画評論家の南部圭之助（1904 ―1987）による「各々のブロック内の集積

は見事なのであるがその各ブロックが構成されて一つの映画をつくる。その大き

な方の集積が実に下手」82 という阿部豊監督の構成についての批判や、「杉村春子

女史は全身演技に於ては舞台女優の美しさを出すが、クロオズ・ショット以上は、

口の動きが汚く印象に残る」83 という出演者の演技への批評に代表されるように、

批判的な意見が中心であった。 

円谷英二の特殊撮影については、1942 年の映画公開当時より評価が高く、『キ

ネマ旬報』同人でもあった映画評論家の飯島正（1902 ― 1996）が、映画に欠点が

あることを認めた上で「演出や編集のかんどころをつかんでいる点、特殊効果の

技術が相当にすぐれている点は、特にこの映画をおもしろくしていたとおもう」84

と評している。また、映画、ジャズ、ミュージカルの評論家であった野口久光（1909

― 1994）は、「この映画の圧巻は川西大艇の飛行場面で、キャメラマン小原譲治及

び、トリック・ショット担当の円谷英二の功績は大きい」85 と、円谷を名指しで

称賛している。 

映画『南海の花束』について、円谷の特殊撮影に焦点を当てて批評する傾向は

戦後により顕著となる。戦後の出版物における映画『南海の花束』への言及は、

円谷英二論の一環として書かれたものが主である。特撮研究家、映画研究家の池

田憲章は 1983 年刊行の『円谷英二 主要作品論』において、「本作品［筆者注：

82　南部 1942：52
83　南部 1942：53
84　飯島 1942：41
85　野口 1942：63
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映画『南海の花束』］は特撮シーンにおけるカット割り、構図、編集と、その達

成において戦前の円谷特撮に転機をもたらす重要な作品となった」86 と、戦前に

円谷英二が手掛けた特殊撮影における重要な作品と位置付けている。 

このように、映画『南海の花束』は、円谷英二の特殊撮影が高く評価されてき

たが、早坂文雄が作曲した音楽については言及が少なく、また、その内容も早坂

を高く評価するものではない。 

映画、ジャズ、ミュージカル評論家の野口久光は、雑誌『映画評論』誌上にお

いて映画『南海の花束』について「音楽は早坂文雄の担当であるが、この映画に

は音楽家に腕を振るえるシークエンスは殆ど無かったようである」87 と述べてい

る。 

音楽評論家の大田黒元雄（1893 ―1979）は、雑誌『新映画』の「航空映画特集号」

において「『燃ゆる大空』［筆者注：早坂文雄が音楽を担当した］は戦争映画であ

ると同時に航空映画であったけれど誰の音楽が使われていたのか忘れてしまっ

た。『南海の花束』についても同じことがいえる」88 と述べており、『燃ゆる大空』

『南海の花束』の 2 作品について、音楽が印象に残らなかったと批評している。 

このように、映画評論家、音楽評論家の双方から高い評価を得るに至っていな

い映画『南海の花束』の音楽であるが、早坂文雄が映画『南海の花束』の作曲に

意欲的に取り組み、楽器法においては実験的な試みをしていたことは、残された

楽譜および早坂文雄の「作曲ノート」から読み取れる。特に、ミクロネシアの音

楽の引用部分については、田辺尚雄のもとを訪ねて専門家の知見を採り入れると

ともに、田辺の提供した素材を活用して「架空の民謡」とも言える楽曲として仕

上げられており、日本人作曲家によるミクロネシアの音楽の使用例というだけで

なく、早坂文雄の戦後の代表作、映画『七人の侍』に通ずる要素が見られる。次

節において、映画『南海の花束』の楽曲分析を通して、早坂文雄の作曲した音楽

の内容を示す。 

86　池田 1983：124
87　野口 1942：63-64
88　大田黒 1942：57
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早坂文雄が作曲した、映画『南海の花束』の音楽のうち、ミクロネシアの音楽

を引用した箇所に焦点を当てて楽曲の分析と考察を行う。なお、分析にあたって

は、明治学院大学図書館付属遠山一行記念日本近代音楽館（以下、日本近代音楽

館と記す）に所蔵されている、早坂文雄作曲、映画『南海の花束』の音楽の自筆

譜を参照した。譜例は日本近代音楽館所蔵の自筆譜に基づき筆者が作成した。 

また、早坂文雄は、日々の出来事や作品の構想などを綴った「作曲ノート」と

いう呼称のノートを残しており、3 冊が日本近代音楽館に所蔵されている。『南海

の花束』に関する記述も含まれていることから、本論文の執筆にあたっては、「作

曲ノート」も参照した。 

早坂文雄は、1939 年に東宝映画の専属作曲家となった 89。 

東宝入社後の早坂は、1939 年公開の山本薩夫監督作品『リボンを結ぶ夫人』の

音楽を担当 90 して、映画音楽作曲家としての第一歩を踏み出した。早坂は自身の

映画音楽の作品リストを残しており、1939 年公開の『リボンを結ぶ夫人』から 

1945 年公開の『北の三人』までの作品に作品番号を付している 91。1942 年の作

品である映画『南海の花束』は、「作品 22」となっている 92。 

映画『南海の花束』のために、早坂は「No.1」から「No.12」までの番号を付し

た音楽、ならびに「R.N.5」という番号を付した音楽を作曲しているが、「No.10」

は日本近代音楽館所蔵の自筆譜において欠番となっており、映画『南海の花束』

でも「No.10」に相当する楽曲は使用されていない。また、「No.6」については、

自筆譜は残っているものの、映画では使用されなかった。 

映画『南海の花束』の音楽表を【図版 3】で示す。 

6.　映画『南海の花束』の音楽 

89　秋山 1974：235
90　秋山 2003：507
91　ibid.
92　ibid.
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 【図版 3】映画『南海の花束』音楽表（東芝 DVD 名作セレクション TDV25192D 

および日本近代音楽館所蔵の『南海の花束』自筆譜に基づき筆者作成） 

【図版 3】で示したとおり、映画『南海の花束』全体では 12 か所で早坂文雄

の作曲した音楽が使用されている。その中で、田辺尚雄の採集した旋律が用いら

れているのは、「No.2」「No.8」の 2 曲である。本論文では、「No.2」「No.8」の 2 

曲を分析する。 

早坂文雄は、映画『南海の花束』の音楽を作曲するにあたり、1942 年 5 月 2 

日に音楽学者の田辺尚雄のもとを訪ねてミクロネシアの音楽に関する情報提供を

受けていた。なお、田辺尚雄は、「演劇映画音楽等改善委員会」の委員 93、「文部

省専門委員会」の文部省専門委員 94 を務めており、映画界とも関係がある人物で

あった。 

田辺のもとを訪れた日のことについて、早坂は自身の作曲ノートに下記のよう

93　櫻本 1993：16
94　櫻本 1993：65
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に記している。 

 

田辺尚雄氏を訪ふ、南方音楽（特に委任統治地区）の音楽に就いて話しを聴

いた。楽器は珍らしいものだが鼻笛のみ、あとはサメとトカゲの皮をはつた

太鼓しかない。ほとんど声楽である、古い土俗的な唄は徐々にすたれ、キリ

スト教の讃美歌が土俗的に歌はれるのがやや南方らしいものであるに過ぎな

い。楽器や文献をみる。結局委任統治地区［筆者注：南洋群島］には特色あ

る音楽はないといふことがわかつただけであつた。声楽も恋の唄しかない。

録音せるものを聴いて採譜。鼻笛のスケールはやや面白い。音は微々しくハー

モニツクスの如きもの。蘭印や印度の如き壮大華麗な音楽芸術と批［筆者注：

原文ママ］較にならぬ程貧弱なものであつた。 

（日本近代音楽館 2001：4） 

早坂文雄は、このように書き残した上で『南海の花束』の作曲を進め、1942 年 

5 月 11 日に音楽を完成させた。早坂は、先述の通り「結局委任統治地区には特

色ある音楽はないといふことがわかつただけであつた」95 と述べているが、映画『南

海の花束』の作曲にあたっては、特に「No.8」の楽曲において、楽器編成や楽器

法の面や和声法の面で、早坂なりの特色を出そうと試みた形跡がみられる。 

なお、早坂自身は映画『南海の花束』の音楽録音について、音量が小さく不明

瞭であり、強い不満があることを 1942 年 5 月 11 日付の作曲ノートに書き残し

ており、映画公開当時から存在した、音楽の録音状態の悪さが、第 5 節で述べた

ように、早坂が作曲した音楽が殆ど顧みられなかったことに影響していると筆者

は推察する。 

映画『南海の花束』の音楽より、トラック島の少年マンヌーキの恋の歌（【譜例 1】）

を引用して作曲された「No.2」を分析する。【図版 3】で示した通り、映画の序盤、

五十嵐と堀田がホテルのテラスで会話する場面で使用されている。 

「No.2」は、「A ‐ B ‐ A'」の三部形式で書かれており、全体で 30 小節から

95　日本近代音楽館 2001：4



早
坂
文
雄
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

　―
映
画
『
南
海
の
花
束
』
の
音
楽
に
つ
い
て
―

加
藤 

新
平

-    -24

なる楽曲である。編成は女声、男声、第 1 ヴァイオリン、第 2 ヴァイオリン、ヴィ

オラ、ピアノである。 

まず、「No.2」の 1 小節から 11 小節を【譜例 4】で示す。便宜上【譜例 4】を

「A」部分とする。男声がハミングで旋律を歌い、ヴァイオリンとヴィオラが伴奏

する。この部分の旋律については、1978 年に東芝 EMI より発売された、田辺尚

雄が南洋で録音した民謡を収録したレコード『南洋・台湾・樺太諸民族の音楽』

には同一の旋律をもつ楽曲がなく、早坂の創作である可能性が高いと考えられる。

伴奏については、第  1  ヴァイオリンとヴィオラがオクターヴユニゾンの形をとっ

ており、第 1 ヴァイオリン、第 2 ヴァイオリン、ヴィオラの 3 声部から成り立っ

ている。早坂はここで、八分音符を多用した、動きの多い旋律に対して、全音符

や二分音符などの音価の長い和音による伴奏を書いている。 
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 【譜例 4】映画『南海の花束』より「No.2」1 小節から 11 小節 

続いて、「No.2」の 12 小節から 24 小節を【譜例 5】で示す。便宜上【譜例 5】を「B」

部分とする。女声がハミングで歌う旋律は、【譜例 1】で示した、トラック島の少

年マンヌーキの恋の歌を、イ長調に移調したものであり、ヴァイオリン、ヴィオ

ラとピアノが伴奏する。ヴァイオリンとヴィオラはホ音を保続し、ピアノはイ音

とホ音を保続する。 
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イ音とホ音の保続音による伴奏は、【譜例 4】で示した「A」部分以上に単純で

ある。「A」部分における音価の長い和音による伴奏や、「B」部分における保続

音による伴奏によって、「No.2」という楽曲全体が、西洋音楽、特に讃美歌のよ

うな印象を聴き手に与えるものとなっている。 

「No.2」を早坂がこのように仕上げた理由として「ホテルのテラスで聴こえて

くる音楽」 という雰囲気づくりの他に、【譜例 1】で示した「少年マンヌーキの恋

の歌」について元々田辺尚雄が讃美歌の影響を指摘 96 しており、早坂自身も「キ

リスト教の讃美歌が土俗的に歌はれるのがやや南方らしいものであるに過ぎな

い」97 と述べていることから、早坂はこの「少年マンヌーキの恋の歌」を、旋律

を和音が支える形の伴奏書法で扱うことで「讃美歌」または「聖歌」風に仕上げ

ようとしたのではないかと考えられる。西洋の影響を受けて土着の民謡がすたれ、

讃美歌を土俗的に歌うことが南方らしさの象徴となってしまった南洋群島の現状

を、そのまま音楽で示す意図があったのではないだろうか。「No.2」の、讃美歌

あるいは聖歌を意識した作曲には、1935 年に札幌のカトリック山鼻教会でオルガ

ニストを務めた、という早坂自身の経験も活かされているとも考えられる。 

96　田辺 1935：53
97　日本近代音楽館 2001：4
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【譜例 5】映画『南海の花束』より「No.2」12 小節から 24 小節 

「No.2」は、「A ‐ B ‐ A'」の三部形式で書かれていることは既に述べた通り

である。【譜例 5】で示した 12 小節から 24 小節の「B」部分で【譜例 1】のトラッ

ク島の少年マンヌーキの恋の歌が引用されたのち、「A'」部分として、【譜例 4】
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の 1 小節から 5 小節が回帰して曲を閉じる。すなわち、南洋群島の民謡素材【譜

例 1】を B 部分に置き、早坂の創作と思われる旋律が「A」「A'」部分に置かれ

ている。 

なお、映画『南海の花束』の作曲に際し早坂が田辺のもとを訪れて情報提供を

受けたことは既に述べたとおりであるが、「録音せるものを聴いて採譜」98 した早

坂が実際に「No.2」で引用した旋律は、歌詞が無いという事を含めて、田辺の示

した譜例【譜例 1】に準拠したものであった。 

国立国会図書館に所蔵されているレコード『南洋・台湾・樺太諸民族の音楽』に、

トラック島の少年マンヌーキが歌った恋の歌が収録されており、筆者はこれを田

辺の示した譜例と照合した。その結果、【譜例 1】のように、田辺がト長調、4 分

の 3 拍子で示していた歌詞の無い旋律は、実際の録音では歌詞があり、ヘ長調で

拍子も不安定なものであった。筆者がレコードに収録された音源より書き起こし

た、トラック島の少年マンヌーキの恋の歌を【譜例 6】で示す。マンヌーキの歌

唱は無伴奏である。また、歌詞も筆者が書き起こしたが、歌詞の意味については

田辺の著作やレコードで示されておらず不明である。 

 

【譜例 6】トラック島の少年マンヌーキの恋の歌 

98　日本近代音楽館 2001：4
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「No.2」については、まず楽曲の構成面で、早坂の創作と思われる旋律を用い

た「A」「A'」部分と、田辺が採集した旋律を用いた「B」部分から成り立っており、

単に民謡の旋律を引用し編曲しただけではなく、早坂の「作曲」であることが指

摘できる。また、本来は南洋群島に存在しなかった擦弦楽器であるヴァイオリン

とヴィオラ、打弦楽器であるピアノを使用している。さらに、音価の長い和音や

完全五度の保続音を用いている。 

「No.2」の分析を終えるにあたり、【譜例 1】で示した田辺採譜による「少年マ

ンヌーキの恋の歌」、【譜例 5】で示した早坂による引用、【譜例 6】で示した筆者

採譜による「少年マンヌーキの恋の歌」の音階を【譜例 7】で示す。

【譜例 7】田辺採譜、早坂の作曲、筆者採譜における

「少年マンヌーキの恋の歌」音階の比較 

【譜例 7】を見ると、「マンヌーキの恋の歌」は、長音階が用いられていること

がわかる。そして「No.2」においては、早坂はこの「長音階」から逸脱すること

なく作曲をしている。これは、複数種の音階を用いて書かれた、後述の「No.8」

とは異なっている。 

続いて、映画『南海の花束』において、田辺尚雄が採集した旋律が引用されて

いるもう一つの楽曲である「No.8」の分析を行う。「No.8」は、【図版 3】で示し

た通り、映画の序盤、日下部が南洋に到着した場面と、映画の中盤、第 1 回開拓
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飛行の機長を交代してくれるよう、堀田が島民の踊を見物に行った日下部を追い

かけて説得する場面で使用されており、ポナペ島で田辺が採集した「テレペイショ

を求める歌」（【譜例 2】【譜例 3】）が引用されている。 

「No.8」は、「A ‐ B ‐ A' ‐ B' ‐ A'' ‐ C ‐ コーダ」という形式で書かれ、

反復を含めて 152 小節、反復を省いて 120 小節からなる楽曲である。編成は女声

独唱、女声合唱、男声合唱、太鼓、フルート、オーボエ、チェロ、コントラバス

である。なお、日本近代音楽館所蔵の自筆譜やメモ書きには、「No.8」に「土人

の踊り」という副題が添えられている。このように、副題が添えられた例は、映

画『南海の花束』で使用された他の楽曲にはみられない。 

まず、「No.8」の 1 小節から 28 小節を【譜例 8】で示す。便宜上この部分を「A」

部分とする。女声独唱がメリスマ的な旋律を太鼓のみの伴奏で歌う。この部分の

旋律については、先述のレコード『南洋・台湾・樺太諸民族の音楽』には同一の

旋律をもつ楽曲が収録されておらず、早坂の創作である可能性が高いと考えられ

る。ここでは、音程を伴う楽器を伴奏に使用せず、女声独唱と太鼓のみで構成さ

れている。 

早坂は、「民謡と現代音楽の聯關」と題した論文において、日本の作曲家の一

部に見られる「民謡を単に和声化したり、或いは芸術的意図もなくパラフレーズ

したりして自己の作品にする」99  というあり方を「軽薄な且つイージーゴーイ

ングな態度」  と評しており、民謡の旋律を単に和声化することを忌避する傾向を

持っていた。早坂は「No.8」において、自身の手による新たな「和声付け」を一

切行っていない。「No.8」において和音が形成されるのは、【譜例 3】で示したよ

うに「テレペイショを求める歌」が二声となる箇所のみである。和声付けを行わ

ないことで、保続音などによる伴奏のあった「No.2」とも、本論文では触れない

が「No.1」をはじめとする映画『南海の花束』の他の楽曲とも異なる音響を早坂

は「No.8」において創り上げている。 

なお、譜例の作成にあたり、映画で使用されている音源に基づき速度標語を記

した。また、休符となっているパートは紙幅の都合により省略した。

99　早坂 1942c：70
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 【譜例 8】映画『南海の花束』より「No.8」1 小節から 28 小節 

続いて、「No.8」より 29 小節から 38 小節を【譜例 9】で示す。便宜上この部

分を「B」部分とする。 

女声合唱、男声合唱、フルート、オーボエ、太鼓、チェロ、コントラバスで演

奏される。この部分で女声合唱と男声合唱が歌う旋律は、田辺がポナペ島で採集

した「テレペイショを求める歌」（【譜例 2】）である。 
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【譜例 9】映画『南海の花束』より「No.8」29 小節から 38 小節 

【譜例 8】で示した「B」部分でまず特筆すべき点は、楽器法である。29 小節
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よりチェロとコントラバスが演奏し始めるが、自筆譜において符頭は「×」印で

書かれ、さらには“knock the body”との指示が書かれている（【譜例 10】）。自

筆譜上では“knock the body”と記されたチェロとコントラバスパートも音程を

有しているかのように書かれているが、実際の映画『南海の花束』の音楽の録音

からは音程が聴き取れず、早坂がチェロとコントラバスのパートをこのように記

譜した理由は定かではない。 

 

【譜例 10】映画『南海の花束』より「No.8」29 小節 弦楽パート抜粋 

早坂が、「No.8」の編成に太鼓を加えていることは既に述べた通りであるが、「B」

部分では、【譜例 10】で示した通り、チェロとコントラバスの胴を叩くよう指示

をしている。すなわち、弦楽器を弦楽器としてではなく、打楽器として用いている。

しかし、早坂本人が「サメとトカゲの皮をはつた太鼓しかない」100 と作曲ノート

に書き残しているように、田辺が早坂に伝えた南洋群島の音楽に関する情報の中

に、チェロやコントラバスの胴のような、木の板を貼り合わせた箱状の構造を持

つ太鼓は存在しない。ここで、早坂がチェロとコントラバスに胴を叩くよう指示

したのは、【譜例 8】の時点ですでに登場していた太鼓の音に、【譜例 9】の部分

でさらに厚みを持たせる、音色に変化を付ける意図があったのではないだろうか。

また、映画音楽であることから、予算の都合上演奏者の人数に限りがあり、打楽

器を追加する代わりに弦楽器の胴を叩く指示を行なった可能性も考えられるであ

ろう。 

100　日本近代音楽館 2001：4
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【譜例 9】で示した「B」部分より、合唱パートを抜粋して示す（【譜例 11】）。 

 

 【譜例 11】映画『南海の花束』より「No.8」33 小節から 38 小節 合唱パート抜粋 

【譜例 11】は、田辺がポナペ島で採集した「テレペイショを求める歌」【譜例 2】

を引用した箇所である。【譜例 2】では 4 分の 4 拍子、ハ長調で記されていたが、

【譜例 11】では 4 分の 2 拍子、変ロ長調となっている。早坂による引用は、田辺

が示した【譜例 2】の形をそののまま踏襲してはおらず、田辺が「テレペイショ

を求める歌」の特徴として【譜例 2】で示していた、「女声が旋律を歌い、男声が

合の手を入れる」という形を廃して、【譜例 11】の箇所では女声と男声のオクター

ヴユニゾンの形を採っている。さらに、田辺は「テレペイショを求める歌」の歌

詞を【譜例 2】で示していないが、早坂は【譜例 11】の箇所で「テレペイショを

求める歌」に歌詞をつけている。この歌詞については、筆者が国立国会図書館で

参照したレコード『南洋・台湾・樺太諸民族の音楽』に収録された、ポナペ島の

老女アタラインが歌った「テレペイショを求める歌」の歌詞とは異なっているこ

とから、田辺もしくは早坂の創作であると考えられる。老女アタラインの歌った

「テレペイショを求める歌」の冒頭部分を筆者が書き起こした譜面を【譜例 12】

で示す。 

 



早
坂
文
雄
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

　―
映
画
『
南
海
の
花
束
』
の
音
楽
に
つ
い
て
―

加
藤 

新
平

-    -35

 【譜例 12】ポナペ島の老女アタラインの歌った「テレペイショを求める歌」冒頭 

【譜例 12】で示したように、老女アタラインの歌った「テレペイショを求める歌」

は、ホ音を開始音とし、拍子も存在しないものであった。早坂が実際に聴いた録

音が、老女アタラインの歌ったものであったかは定かではないが、【譜例 6】で示

したトラック島の少年マンヌーキの恋の歌も、【譜例 12】で示した老女アタライ

ンの歌う「テレペイショを求める歌」も、ともに録音の音質が悪く、音程、歌詞

ともに不明瞭で、拍子もはっきりしない。録音状態の悪さゆえに、早坂は録音を

自ら採譜したものではなく、田辺が採譜したものを採用し、「No.8」の作曲に際

しては「テレペイショを求める歌」に歌詞を創作して付け加えたのではないかと

考えられる。 

【譜例 8】で示した「B」部分で「テレペイショを求める歌」【譜例 2】が引用

された後、39 小節から 53 小節は、【譜例 7】で示した「A」部分の女声独唱が再

現される。ここを「A'」部分とする。54 小節から 69 小節までは、【譜例 8】の再

現となる。ここを「B'」部分とする。 
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「B'」部分の前半、54 小節から 63 小節を【譜例 13】で示す。 

【譜例 13】映画『南海の花束』より「No.8」54 小節から 63 小節 
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続いて、「B」部分の後半、64 小節から 69 小節を【譜例 14】で示す。

【譜例 14】映画『南海の花束』より「No.8」64 小節から 69 小節 

【譜例 14】で示した、「B'」部分の後半に入って、田辺が示した【譜例 3】を

踏襲し、女声パートと男声パートがオクターヴユニゾンではなく、二声となる。【譜

例 14】の二声のハーモニーは、ハ長調が変ロ長調に移調されているほかは、田辺

の示した譜例【譜例 3】に準拠している。ただし、【譜例 3】では、女声パートが

二声となり、男声パートは合の手を入れるのみであったが、【譜例 14】では、【譜

例 8】と同様に男声パートの合の手が廃され、女声パートと男声パートによる二

声のハーモニーを形成している。 

70 小節から 94 小節は、女声独唱が再現される。ここを「A''」部分とする。95 

小節から 107 小節にかけて、男声合唱パートから独唱者を出す形をとって、男声

の独唱で新しい旋律が歌われる（【譜例 15】）。ここを「C」部分とする。この部

分の旋律は、先述のレコード『南洋・台湾・樺太諸民族の音楽』には同一の旋律

が収録されておらず、早坂の創作である可能性が高いと考えられる。 
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 【譜例 15】映画『南海の花束』より「No.8」95 小節から 107 小節 

108 小節以降（【譜例 16】）は「コーダ」に相当する。筆者は、108 小節から 

112 小節にかけて歌われる合唱パートが、田辺が【譜例 2】や【譜例 3】で示し

てきた「男声パートの合の手」を応用したものではないかと考えている。 
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【譜例 16】映画『南海の花束』より「No.8」108 小節から 120 小節 

ここまで、早坂文雄の作曲した映画『南海の花束』の音楽より「No.2」および「No.8」

を分析し概観した。 

「No.2」においては、伴奏においてヴァイオリン、ヴィオラ、ピアノという、

南洋群島の民族音楽には存在しない擦弦楽器、打弦楽器を用いて、音響面で南洋
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群島に無い響きを導入していることを確認した。その上で、音価の長い和音や保

続音による伴奏をおくことで、「No.2」が讃美歌あるいは聖歌風の楽曲として仕

上げられているのは、教会オルガニストの経験も持つ早坂自身が、「少年マンヌー

キの恋の歌」をはじめとする南洋の音楽に讃美歌の影響があることを認識してい

たことに起因するのではないかという仮説を提示した。 

「No.8」においては、まず伴奏において新たな和音付けを行わず、単純な和声

化を避けるべきであるとする早坂の持論はより強固な形で示されていることを確

かめた。声楽パートにおいては、早坂の創作と思われる独唱の旋律の合間に、田

辺がポナペ島で採集した「テレペイショを求める歌」（【譜例 2】、【譜例 3】）の合

唱を挟み込むという構成をとり、伴奏においてはフルート、オーボエの楽句を挿

入するとともに、太鼓だけではなく、チェロとコントラバスの胴を叩き打楽器と

して使用する指示を行い、早坂が「土人の踊り」と名付けたとおりの、一編の舞

踊音楽として仕上げていた。 

「No.2」は讃美歌あるいは聖歌を思わせる作品として書かれ、「No.8」は極力和

音の使用を避けてリズムとメロディによって推進する舞踊音楽として書かれるこ

とで、映画の中で、「No.2」「No.8」は、「No.1」をはじめとする他の音楽と明確に

差別化されている。 

もう一つ指摘すべき点は、田辺が南洋群島で採集した旋律を編曲しただけでは

なく、早坂自身の創作とみられる旋律も用いられていることである。早坂は、民

謡の素材を一つだけ引用して編曲する、という手段をとらず、民謡の素材を引用

した箇所から音楽を広げ、「No.2」においては「ホテルのテラスで聴こえてくる

音楽」として、「No.8」においては「南洋の島民たちの踊りの音楽」として、そ

れぞれ相応しいものとして仕上げている。 

「ホテルのテラス」という場面は西洋的であり、そこに「西洋の影響を受けた

南洋の音楽」として「No.2」を作曲したことは、映画音楽として理に適っていた

と言えるであろう。 

さらに言えば、映画『南海の花束』のロケはパラオで行われたが、「No.8」で

引用された「テレペイショを求める歌」は田辺がポナペ島で採集した民謡であり、
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さらに早坂が自身の創意工夫を加えて創作した、いわば映画の中だけに存在する、

「架空の南洋の踊り」ともいうべきものと解釈することも可能である。 

「No.8」を、早坂がポナペ島の「テレペイショを求める歌」を素材として作曲

した、「架空の南洋の踊り」あるいは「架空の民謡」と解釈した場合、早坂文雄

の戦後の代表作ともいうべき、黒澤明監督の映画『七人の侍』（1954）のラストシー

ンに現れる「田植え唄」との共通性を指摘できるのではないだろうか。 

映画『七人の侍』の「田植え唄」については、大阪芸術大学の田之頭の研究に

おいて「たとえば『七人の侍』（1954）にあっては、ラストシーンで農民たちが

歌う労働歌（田植え歌） に大きな意味が付与されており、野武士に打ち勝った真

の勝者が７人の雇われ侍ではなく農夫たちであることを、その歌は明確に示して

いる」101 と指摘されている。 

早坂文雄自身は、映画『七人の侍』の「田植え唄」について、雑誌『音楽芸術』

誌上で行われた、音楽評論家の三浦淳史（1913 ‐ 1997）との対談において、次

のように述べている。 

あの田植唄をどこの田植唄だと皆に聞かれますけれどもね。あれはどこの田

植唄でもないのですよ。全然僕が拵えちゃったのですよ。あれは室町時代か

ら、戦国時代にかけての日本の囃し言葉というのが沢山ありましてね。それ

を三百くらい調べてメモして、その中からつまり言葉の綾の面白い奴を抜い

てそれを組み合わせたわけですよ。だから言葉の意味というものは何もない

のです。それに笛、太鼓を加えて拵え上げちゃったのです。 

（早坂・三浦 1954：19） 

 

映画『七人の侍』のラストシーンで用いられている「田植え唄」を、早坂は室

町時代から戦国時代にかけての日本の囃し言葉を調べ上げ、組み合わせて、それ

に笛と太鼓を加えて作り上げた。まさにこれは、早坂が作り上げた「架空の民謡」

という事ができる。 

101　田之頭 2013：68
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映画『南海の花束』の「No.8」は、田辺がポナペ島で採集した「テレペイショ

を求める歌」（【譜例 2】、【譜例 3】）を素材として、そこに管楽器（フルート、オー

ボエ）と打楽器（太鼓）そして、打楽器的に胴を叩いて奏されるチェロとコント

ラバスを加え、早坂自身の創作によるとみられる旋律も加えて一編の舞踊音楽と

して仕上げられている。一方、映画『七人の侍』の「田植え唄」は、「どっこい

こらこら、さぁーさ」といった囃し言葉の連なりに、笛や太鼓を重ねたもので、

農民が歌うパートに「音程」は存在しない。しかし、既存の民族的な素材を集めて、

「架空の民謡」を作り上げるという楽曲構成の方法や、歌声に笛と太鼓（管楽器

と打楽器）を加えるという楽器の編成は、映画『南海の花束』の「No.8」と、映

画『七人の侍』の「田植え唄」との共通点として挙げることができると考えられる。 

さらに、笛と太鼓の追加という楽器編成や、既存の民族的な素材を発展させる

ということの他に、「No.8」が「架空の民謡」であることを指摘できる点として、

「No.8」で使用されている音階が挙げられる。 

早坂は、田辺尚雄のもとを訪ねて南洋音楽について情報提供を受けた際に、田

辺が南洋から持ち帰った鼻笛に興味を持った。鼻笛については、「鼻笛のスケー

ルはやや面白い。音は微々しくハーモニツクスの如きもの」102 と書き残してい

る。実際に田辺が持ち帰った鼻笛は、管の端を開いたまま吹奏する「開管」で出

る倍音（【譜例 17】）と、管の端を指で塞いで吹奏する「閉管」で出る倍音（【譜

例 18】）とを組み合わせて、【譜例 19】のような音階を奏するものであった。 

 

 

102　日本近代音楽館 2001：4 
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【譜例 17】鼻笛の「開管」の倍音（田辺  1968 に基づき筆者作成）103 

【譜例 18】鼻笛の「閉管」の倍音（田辺  1968 に基づき筆者作成）104 

 【譜例 19】鼻笛の音階（田辺 1968 に基づき筆者作成）105 

鼻笛の音階に興味を示していた早坂は、しかしながら「No.8」の作曲にあたり【譜

例 19】で示したような鼻笛の音階は採用しなかった。 

早坂が実際に「No.8」の作曲に際して使用した音階は次の通りである。 

まず、田辺の採譜した「テレペイショを求める歌」、【譜例 9】などで示した早

坂の作曲における引用、筆者採譜による「テレペイショを求める歌」の音組織を

比較する（【譜例 20】）。田辺の採譜と早坂の作曲については、単声、二声両方の

例を示す。 

   

103　丸括弧で示した音は、近似の音高を示している。 
104　丸括弧で示した音は、近似の音高を示している。
105　 黒音符で示した音は「閉管」で出る音を示す。丸括弧で示した音は、近似の音高を示

している。
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 【譜例 20】田辺採譜、早坂の作曲、筆者採譜における

「テレペイショを求める歌」の比較 

【譜例 20】で示した「テレペイショを求める歌」は、単声のときは「長 2 度

＋長 2 度」または「長 2 度＋短 2 度」という音程を持つ三つの音から成り立っ

ており、二声になると「長 2 度＋長 2 度＋短 3 度」という音程関係を持つ四つ

の音へと拡大されていた。早坂も、「テレペイショを求める歌」を引用した「B」

部分（【譜例 9】）および「B'」部分（【譜例 13】、【譜例 14】）、ならびに、早坂の

創作と推定される男声独唱の「C」部分では、この「テレペイショを求める歌」

の音組織をそのまま使用している。「テレペイショを求める歌」の音組織について、

ハ音を開始音とする形に書き改めて再度音程関係を明示する（【譜例 21】）。 

 

【譜例 21】「テレペイショを求める歌」の音組織 
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早坂が「No.8」の女声独唱による「A」部分（【譜例 8】）、「A'」部分、「A''」部分、

さらにコーダ（【譜例 16】）の女声独唱部分で用いた音階は、【譜例 22】で示す音

階であった。これは、変ロ音を開始音とする琉球音階であり、【譜例 22】におい

て黒音符で示したハ音は、【譜例 8】で示した「A」部分においては 14 小節に経

過音として現れるのみである。  

【譜例 22】「No.8」より女声独唱部分の音階 

【譜例 22】で示した琉球音階を特徴づけるものは、「長 3 度＋短 2 度」の音

程をもつ三つの音である（【譜例 23】）。日本の民族音楽学者、小泉文夫（1927―

1983）は、これを「琉球のテトラコルド 106」107 と呼んでいる。【譜例 16】で示し

た「No.8」のコーダにおける、女声独唱の結尾も、【譜例 23】と同じ三つの音か

ら成り立っている。 

 

【譜例 23】琉球音階を特徴づける三つの音 

 

106　「テトラコルド」とは、小泉の定義によれば「日本の旋律には、音程のはっきりしない、

動きやすい音と、けっして動かない中心の音とあって、後者を核音とよぶ。この核音は 4 

度の『わく』をなしていて、中間にはただ 1 つの中間音がある。この 3 つの音からなる『ま

とまった音の単位』をテトラコルドという」（小泉 1958：247）とされている。 
107 小泉 1958：247
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【譜例 22】で示した、「No.8」の女声独唱部分で用いられている琉球音階が、【譜

例 23】で示した「琉球のテトラコルド」の組合せで成り立っていることを、【譜

例 24】で示す。「琉球のテトラコルド」の組合せからできている琉球音階を用いた、

「No.8」の女声独唱部分の音組織は、【譜例 21】で示したような「テレペイショを

求める歌」の音組織とは全く異なっている。 

 

【譜例 24】琉球音階の構造 

「No.8」の女声独唱部分が、【譜例 24】で示した琉球音階で出来上がっている

ことを示してきたが、【譜例 9】や【譜例 13】に現れる、フルートとオーボエに

よる旋律は、「テレペイショを求める歌」の合の手でありながら、これもまた琉

球音階に近い音階を用いて書かれている（【譜例 25】）。これは、【譜例 24】で示

した琉球音階から、変ホ音を省いたものと解釈できる。 

 

【譜例 25】「No.8」フルート、オーボエの旋律の音階 

早坂は、「No.8」を作曲するにあたり、「テレペイショを求める歌」を引用した

部分、および男声独唱による部分では【譜例 21】で示した、「テレペイショを求

める歌」が元々持っている音組織を用いて作曲していた。一方、女声独唱部分、

フルートとオーボエの「合の手」部分では【譜例 24】で示した琉球音階を用いて

作曲を行なった。 

 【譜例 19】で示したような、鼻笛の音階についても、田辺尚雄のもとで鼻笛の
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音を聴いた早坂は興味を示していたものの、映画『南海の花束』の作曲に際して

は鼻笛の音階ではなく、琉球音階を採用した。早坂が鼻笛の音階ではなく琉球音

階を採用した理由は、楽譜および早坂の残したメモからは定かではないが、【譜

例 23】で示した「琉球のテトラコルド」は、沖縄のみならず、インドネシアなど

でも用いられている 108 ものであることから、早坂は「No.8」を作曲するにあたって、

日本人に「南の島」を想起させるものとして「琉球のテトラコルド」から成り立っ

ている琉球音階を採用したのではないかと考える。 

このように、「No.8」という楽曲全体が、「テレペイショを求める歌」の音組織、

いわば「南洋群島」の音組織と、琉球音階とを用いて書かれており、「南洋群島」

の響きと「琉球」の響きが、一つの楽曲の中で並置されている。 

映画『南海の花束』において、早坂文雄は、パラオで撮影された映像に、トラッ

ク島で採集されたマンヌーキの恋の歌やポナペ島で採集された「テレペイショを

求める歌」を引用した楽曲を重ね、さらに「No.8」の作曲に際しては南洋群島の

音組織と琉球音階の両方を用いることで、パラオ、トラック島、ポナペ島そして「沖

縄」でもない、幅広い「南洋」のイメージを作り出した。 

こうした経験は、のちの映画『七人の侍』において、日本の囃し言葉をつなぎ

合わせて、早坂本人の弁によれば「どこの田植唄でもない」109、幅広い「農民」

のイメージを作り出すことに活用されたと言えるのではないだろうか。 

108　小泉 1958：247
109　早坂・三浦 1954：19
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早坂文雄と、東アジア・ミクロネシア諸地域諸民族の音楽との関係を分析考察

する筆者の研究において、ミクロネシア（南洋群島）との関係を示すものとして

映画『南海の花束』を取り上げた。映画『南海の花束』の音楽のうち「No.2」と「No.8」

は、田辺尚雄が南洋群島で採集した民謡を引用することでミクロネシア（南洋群

島）の民族音楽と接点を有しており、かつ、映画『南海の花束』の「No.8」につ

いては、「架空の民謡」の創作、という点で、早坂の戦後の代表作、映画『七人の侍』

に影響を与えた可能性を有していることを、楽曲分析を通して示した。 

早坂は、田辺尚雄がトラック島で採集した少年マンヌーキの恋の歌を引用した

「No.2」においては南洋における西洋の影響を意識して作曲していた可能性があ

ること、田辺がポナペ島で採集した「テレペイショを求める歌」を引用した「No.8」

については、新たな和声付けを行わず、早坂の言うところの「単なる和声化」を

避けていたことを、楽曲分析を通して確認した。そして、田辺が南洋群島で採集

した民謡の引用と編曲ということに留まらず、早坂自身の創作によるとみられる

旋律を加えて、「No.2」はホテルのテラスで流れる音楽として、「No.8」は南洋の

島民たちの踊りの音楽として、それぞれ作曲されていることを示した。

特に、「No.8」については、民族的な素材に、管楽器と打楽器（笛と太鼓）を加え、

南洋群島の音組織と琉球音階の両方を用いることで、パラオやポナペなどの特定

の地名に縛られない、幅広い「南洋」をイメージさせる「架空の民謡」として作

曲をしたという経験が、戦後の映画『七人の侍』の「田植え唄」に影響を与えた

可能性を指摘した。 

映画『南海の花束』は、南洋の風景や舞踊を映し出すという点で「郷土的色彩」110

を持っており、早坂にとってはそうした郷土的色彩を持つ映画に対して「民族的

香りをもって作曲」111 することはごく自然なことであっただろう。早坂は、映画『南

7.　結論 

110　早坂 1942e：106
111　ibid.
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海の花束』の作曲にあたり、田辺尚雄のもとを訪ねて南洋音楽に関する情報提供

を受けたが、それは映画『南海の花束』の音楽に民族的な香りを持たせるための

素材集めの一環であり、田辺から提供された「トラック島の少年マンヌーキの恋

の歌」からは西洋の讃美歌の影響を、ポナペ島の「テレペイショを求める歌」か

らは南洋の伝統舞踊のもつ性格を早坂は読み取ったのではないかと考えられる。 

「トラック島の少年マンヌーキの恋の歌」を引用した「No.2」は、調性と機能

和声の範囲を逸脱せず、西洋風に、讃美歌または聖歌を思わせる楽曲として完成

された。一方、「テレペイショを求める歌」を引用した「No.8」は、早坂による

新たな和声付けを敢えて行わず、南洋群島の音組織と、琉球音階の響きの両方を

用いて、「南洋」の、土俗的なイメージを音楽化したものである。 

早坂文雄と、東アジア・ミクロネシア諸地域諸民族の音楽との関わり方は、地

域によってさまざまである。ミクロネシア（南洋群島）との関係は、映画『南海

の花束』の作曲を通して生まれたものであり、早坂にとっては、ミクロネシア（南

洋群島）の民謡は映画音楽の作曲にあたってリアリティを追求するための素材で

あったことが、映画『南海の花束』の「No.2」「No.8」の楽曲分析からは読みとれる。 

ミクロネシア（南洋群島）における西洋の影響、南洋の伝統、どちらも早坂にとっ

てはミクロネシア（南洋群島）の「リアル」であり、「トラック島の少年マンヌー

キの恋の歌」と「テレペイショを求める歌」の二つの南洋の民謡は、映画の中で

描かれる「南洋」のリアリティの追求のための素材として活用された。早坂が映

画『南海の花束』の「No.8」において新たな和声付けを行わず、ほとんどリズム

とメロディのみというところにまで音楽を単純化しつつも、南洋群島の音組織と

琉球音階とを組み合わせるという変化を加えて作曲をしたことは、映画音楽にお

いても外国の文化を「原始化し単純化し変化」112 させて吸収すべきという早坂の

考えの表われであると指摘することができるであろう。 

以上で、映画『南海の花束』に関する分析と考察を終える。今後は、本論文で

取り扱わなかった、映画『南海の花束』の「No.2」「No.8」以外の音楽についても

112　早坂 1942e：107
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分析を進める。 

さらに、朝鮮、満州、台湾、アイヌ、日本など、他の東アジア諸地域諸民族の

音楽と早坂文雄との関連も、楽曲分析を中心として考察してゆく。 
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